
Ⅰ．はじめに

西南学院は 1916年、米国南部バプテスト派の宣教師C．K．ドージャーによっ

て、福岡市初の男子の私立中学校として創立された。当初 104名の生徒と 9名

の教職員でスタートした「私立西南学院」は現在、幼稚園、保育所から大学院

まで、約 1万人の園児・児童生徒・学生が学ぶ総合学園である。今なお、キリ

スト教を基盤とした独自の教育を実践しながら、キリスト教的人間観と世界観

に立ち、奉仕の精神をもって社会に貢献する人材を送り続けている。

2022年度から新高校学習指導要領が実施され、総合的な学習の時間は「総

合的な探究の時間」となり、その目標は「変化の激しい社会に対応して、探究

的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、より

よく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成するこ

と」とされた（1）。探究科目として理数科「理数探究基礎」、「理数探究」をはじ

め「古典探究」、「地理探究」、「日本史探究」、「世界史探究」が新設され、公民科は

　　　　　　　　　　　
1 西南学院中学校・高等学校教諭、人権・「同和」教育委員会
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従来の「現代社会」に代わる新しい必修科目「公共」としてスタートした。こ

の新科目「公共」の目的は、生徒が近い将来、社会に参画し、様々な課題と向き

合い、それを解決する力を養うことである（2）。私立西南学院中学校・高等学校

も体験的な活動や主体的に取り組む経験、そして生徒が校内だけでなく、校外

の世界も知ることを通して、より多くの課題を見つけ、解決する能力を育んで

いる。

国（文部科学省）は「高等学校と大学との接続における一人一人の能力を伸

ばすための連携（高大連携）の在り方について」のなかで「特定の分野について高

い能力と強い意欲を持ち、大学レベルの教育研究に触れる機会を希望する生徒

の増加」を予想し、「高等学校・大学の双方が、後期中等教育機関・高等教育機

関としてそれぞれ独自の目的や役割を有していることを踏まえつつ、高等学校

と大学との接続を柔軟に捉え（3）」その実践の枠組みを提示している。高大接続

は「高等学校と大学の教育内容の接続」、高大連携は「高等学校と大学間におけ

るネットワークの構築」であり、後者は高校生が大学で講義を受ける、大学教

員が高等学校で講義（講演）を行うことなどを通して、高校生の大学における学

習に対する目的意識や将来に対する意識の向上を図ろうとするものである（4）。

本稿は、はじめに西南学院中学校・高等学校の人権・「同和」教育の実践を

整理し、実際に「体験すること」の有用性を述べる。次に人権・「同和」教育

の一環として、初めて西南学院中学校・高等学校と西南学院大学が連携したプ

ログラムと教育実践をまとめる。これらの連携全て、発起人は西南学院大学の

学生たち（西南学院中学校・高等学校卒業生）で、「社会福祉」を学修するな

かで「中学生や高校生が持つ、福祉＝介護という『ふくし』のイメージを変え

たい」、「『ふくし』の領域は幅が広く、私たちの様々な生活場面と深く関わっ

ていることを伝えたい」という思いを募らせ、その「思い」を西南学院中学校・

高等学校教諭に伝え、大学教員と繋いだことで連携が実現したのである。それ

だけでなく、学生たちが自ら「ともに生きる」というテーマを設定し、プログ

ラムを全て企画・運営したことに、西南学院における中高大連携の大きな意義

がある。最後に上智大学高大連携プログラムを紹介し、西南学院における中高

大連携の意義と今後の展望を述べていきたい。 （河谷はるみ・梵真沙子）
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Ⅱ . 西南学院中学校・高等学校における人権・「同和」教育の実践

西南学院中学校・高等学校の教育の土台は、聖書である。生徒が自分自身を

愛するように隣人を愛する「真の隣人」となることを願い、チャペルや聖書の

授業、また年に 2回行われる人権・「同和」特設授業で諸課題を学ぶ。社会に

存在する差別を見抜き、許さない心と姿勢を育てることは、多様性を大切にす

る社会・多文化共生社会に生きる、地球人・国際人の重要な課題と考える。

図Ⅱ -1 は、西南学院中学校・高等学校で実施している人権・「同和」教育の

プログラムである。

西南学院では、中高 6ヶ年教育の中で多岐にわたる諸課題に網羅的に取り組

めるようなプログラムを作成し、各プログラムで①映像視聴、②講師の先生か

ら講演を聴く、③担任による授業展開を実施し、当事者から話を聞いたり、担

任からの授業を受けたりすることを通して、自分について、また自分や他者と

の関わりについて考える機会を多く設けている。

2023年度は実際に「体験すること」が更なる理解や行動に繋がると考え、

体験会など、主体的かつ積極的に取り組む機会を検討した。まず 5月に、教員

希望者を対象としたゴールボール体験会を実施した。約 30名の教員、参加者

全員でパラスポーツを学び、理解を深めた。教員からは「年齢を問わず、しょ

うがいの有無に関わらず、みんなが楽しめるとはこのようなことだと感じた。

その大切さを実感した」などの感想が寄せられた。高校 1年生では、後期の

図Ⅱ－ １　西南学院中学校・高等学校における人権・「同和」教育プログラム
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テーマ「国際化社会における人権」のもと、放送部（1年生）に協力を依頼して、

当事者や関係者にインタビューを行い、映像の作成も行った。外国にルーツが

ある人やその関係者から話を聞き、今の福岡における問題点や今後解決してい

くべき事柄をまとめた。

また高校 2年生（希望者）は、「しょうがいを持つ人とともに生きる」とい

うテーマで車いす体験（校内）を実施した（資料Ⅱ－2・資料Ⅱ－3 参照）。

［プログラムの詳細］

①（教室内での事前学習）車いすの説明

②車いす利用者が困る場面を考える。

③教室内に作ったコースを動いてみる（狭い道・段差・トイレなど）。

④感想の共有

⑤校内の決められたコースを実際に移動する。

⑥校内のバリアフリーおよび校内の UDを考えてみる。

車いす体験に参加した生徒からは「狭い道やスピードが速くなった時は、想

像以上に怖かった」、「スカートで車いすに乗ることは難しいと思った」、「校内

でも移動しにくい場所がいろいろ見つかった」、「高い位置のものは取りにく

かった」などの感想が寄せられた。課題としては、券売機の硬貨投入の場所が

高い場所にあること、図書館や自習室のスペースは音があまりたたないように

カーペット生地のようになっているが、通常の床よりも行き来が難しいこと、

エアコンの通気口が多くあり、凹凸で動きにくい箇所があること、多目的トイ

レの予備トイレットペーパーの設置スペースが高いところに置いてあること等

が挙げられた。そして、これらの校内課題は学校にも報告（情報共有）をした。

車いす体験は、課題を見い出すだけでなく、解決するためにはどのようにし

たらよいか、生徒自身が考えるきっかけにも繋がった。生徒からは校内設備の

ハード面のみならず、心理的側面に関する感想もあり、実際に「体験すること」

の有用性を実感した。 （梵真沙子）
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ハートページ「【車椅子の部位名称】14の部位別にわかる役割や注意点」
　　https://www.heartpage.jp/contents/magazine/08-00484
 （最終閲覧日：2023年 6月 11 日）
福岡市広報誌「心のバリアフリー (保存版 )」
　　 https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/52572/1/kokoronobariahuri-.

pdf?20230221102649   （最終閲覧日：2023年 6月 11 日）
 （これらを参考にして梵が作成）

資料Ⅱ－ ２　車いす体験 ワークシート
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 （許可を得て掲載）

資料Ⅱ－ ３　車いす体験の様子
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Ⅲ . 西南学院における中高大の連携プログラムと教育実践

１．西南学院中学校と西南学院大学の連携講座

2023年 11月 9日西南学院中学校・高等学校で、学生（西南学院中学校・高

等学校卒業生）の企画・運営による連携講座（テーマ「ともに生きる」）を実

施した。これは西南学院中学校・高等学校人権・「同和」教育の一環で、西南

学院中学校・高等学校と西南学院大学が連携した、初めてのプログラムであっ

た。当日は、中学生約 20名と大学生 9名が参加した。

はじめに、学生が講演（題名「こころのバリアフリー」）と「白杖」に関す

る説明を行った。その後、教室での学びを踏まえて、中学生と大学生がペアに

なり、校内でアイマスク体験を行った。資料Ⅲ－1 は、連携講座を企画した発

起人（学生）が作成したワークシートと当日の様子（講演・アイマスク体験）

である。

中学生からは「アイマスク体験で目の見えない人の気持ちが理解できた」、

「障がいのある人を見かけたときは、見た目で障がいの内容を判断しないよう

にしたい」、企画・運営した学生からは「交流会を通じて、自分の想像をはる

かに超えて中学生に『福祉』の考えが行き届いていることが分かり、交流会を

開催した意義があった」などの感想が寄せられた。連携講座は「中学校と大学」

という学校の枠を超えて、交流が深まったとともに、双方で福祉の学びを深め

るよい機会となった（5）。これは単年度で終わらせることなく、2024年度以降

も継続して実施できるよう、西南学院中学校・高等学校（人権・「同和」教育

委員会）と西南学院大学（人間科学部社会福祉学科）で検討を進めている。

西南学院における
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資料Ⅲ－ １　西南学院中学校と西南学院大学の連携講座
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 （企画・運営した学生が作成）

 

連携講座「ともに生きる」を企画・運営した学生たち
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  　　　　　　　　　（許可を得て掲載）

２．西南学院高等学校と西南学院大学の交流会

2024年 3月 18日西南学院大学でテーマ「福祉について学ぼう」と 3つのコ

ンセプト「知らない世界を知る」、「多様性」、「将来について考える」のもと、

講演「こころのバリアフリー」

中学生と大学生がペアとなりアイマスク体験
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西南学院高等学校と西南学院大学の交流会、いわゆる「高大連携」を実施した。

これも学生たち（西南学院中学校・高等学校卒業生）の企画・運営による交流

会で、西南学院中学校・高等学校人権・「同和」教育の一環として、初めて実

施した。

交流会に向けて、事前に西南学院中学校・高等学校（梵）と西南学院大学（河

谷）の間で高大連携の意義を確認し、その目的を定め、学生たちと情報共有を

しながら準備を行った。当日は、社会福祉に興味と関心のある高校 1年生と 2

年生の計 7名（高校教員 2名）が参加した。

［目的］

① 人権・「同和」学習と繋がりの深い人間科学部社会福祉学科と人権や福

祉、法律等について学び合う機会を設ける。

② 大学とはどういうところなのか、どのようなことを学ぶのか等につい

て、大学に実際に行き、ゼミを受けることで、将来についてより深く学

ぶ機会を設ける。オープンキャンパスとは違う形式で、個別具体的に実

施できるように計画する。

はじめに、学生が所属する研究室（ゼミ）の概要を紹介し、ゼミで研究して

いる内容や教員と学生との関わり方について、自らの経験を交えながら説明

し、高校生へ進路選択にあたってのアドバイスを送った。次に、孔英珠准教授

（西南学院大学人間科学部社会福祉学科）が 2023年度に実施した西南学院大学

教育推進プログラム「多文化共生社会への誘い－海外研修プログラム－」を紹

介し、海外での学びが自身の視野を広げるきっかけになることを講義した（資

料Ⅲ－2 参照）。そして、中村秀郷准教授（西南学院大学人間科学部社会福祉学

科）が研究分野である社会福祉について、身の回りで起きている事象を交えな

がら紹介し、大学で学ぶ意義や身近なことから問題提起をする大切さについて

講義した。

続けて学生の立場から、学生生活（高校生と大学生の時間の使い方の違いな

ど）を話し、車いすの機能をレクチャーした。交流会に参加した高校生からは

西南学院における
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「大学生は自由な時間が多い一方で、自分自身で時間を有効に活用する必要が

あることが分かった」、「『福祉』には様々な分野があることが分かり、社会福

祉へ興味を抱いた」などの感想が寄せられた（6）。

2024年度は単一の学科やゼミではなく、西南学院大学人間科学部（児童教

育学科・社会福祉学科・心理学科）が共通テーマ、コンセプト、3つの目的を

定め、8月オープンキャンパス後に実施する。プログラム内容は模擬講義、グ

ループワーク（学生生活について）、車椅子体験とし、連携発起人の学生たち

（西南学院中学校・高等学校の卒業生）の協力を得る予定である。

共通テーマ：「ひとを知る、ひととの関わりを考える」

コンセプト： 「知らない世界を知る」、「多様性を理解する」、「将来につい

て考える」

目的：① 人権・「同和」学習と繋がりの深い人間科学部とジェンダー・人

権、社会福祉、心理について学び合う。

　　　② 大学とはどういうところなのか、どのようなことを学ぶのか等に

ついて、大学に実際に行き、大学の授業を受けることで、将来に

ついてより深く学ぶ。

　　　③  8月のオープンキャンパスとは違う形式で、個別具体的に実施す

る。

将来は、横断的に学部が連携（共通のテーマを設定）し、高校の「総合的な

探究の時間」と関連づけ、この高大連携プログラムでの学びを大学での学びへ

と繋げていくことを目標としたい。 （河谷はるみ・梵真沙子）
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 （許可を得て掲載）

ゼミ紹介と高校生に向けて進路選択のアドバイスを送る野田周佑さん
（西南学院大学 ３ 年 ( 当時 )・西南学院中学校・高等学校卒業生）

教育推進プログラム「多文化共生社会への誘い－海外研修プログラム－」を紹介する
孔英珠准教授（西南学院大学人間科学部社会福祉学科）

資料Ⅲ－ ２　西南学院高等学校と西南学院大学の交流会
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Ⅳ . 西南学院における高大連携の意義

2023年 4月 1日こども家庭庁が発足し「こどもや若者が自分らしく成長で

きる社会」、「こどもまんなか社会」の実現が目指され、同日こども施策を社会

全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法として、こども基

本法（2022年 6月成立）が施行された。2024年 4月 1日からは、事業者によ

る障害のある人への「合理的配慮」の提供が義務化されている。

このような社会動向を受け、教育現場でも「授業のユニバーサルデザイン

（UD）化」が目指されている。これは学力の優劣や発達障害の有無に関わらず、

すべての人にとって「分かりやすい」、「理解しやすい」授業をいう。授業のユ

ニバーサルデザイン（UD）をはかること、インクルーシブ教育を目指すこと、

そして発達課題を抱えている生徒・学生への支援を模索する一方、生徒の成長

を考えるうえでは「分かりやすい」、「理解しやすい」ことが必ずしも良いこと

なのか、という意見もよく聞かれる。何が生徒・学生のためであり、どのよう

なことが生徒・学生の成長に繋がるのか、ということを学院全体の組織として

考える必要がある。

西南学院中学校・高等学校には、診断の有無は問わず、様々な課題を抱えた

生徒がいる。今は「自分が感じている困りごとに向き合い、どのように解消し

ていけばよいかを考える」、いわゆる「自己権利擁護」ができるよう、中高生

時代（生徒）に向き合わせることを目標としている。ただし、中高生という時

期（発達段階や周囲や環境により変化しやすい）であることも考慮しなければ

ならない。また私学の特性上、限られた予算や人員の中で教員にきめ細やかな

支援が求められているが、生徒が自分自身の課題として向き合わせるために、

教員としてできることを継続して検討する必要もある。

高大連携の最大の意義は、大学の先生や学生から直に話を聞くことができる

ことである。一部の高校生は、詳しい学びの内容を理解していないままイメー

ジにとらわれ、進路選択をして大学に入学し、大学入学後に「イメージと違っ

た」と感じてしまうこともあるのではないだろうか。高大連携プログラムを通

して、大学で学ぶことの意義や大学生活そのものをイメージできると、確かな
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進路選択、また高校における深い学びや学習意欲にも繋がっていくであろう。

実際に高大連携プログラムを行った際、西南学院大学社会福祉学科で学ぶ専

門科目は「高齢者福祉」、「障害者福祉」、「子ども家庭福祉」、「精神保健福祉」、

「地域福祉」、「社会保障」、「司法福祉」、「ソーシャルワーク」と多岐にわたり、

そのアプローチも様々であるが、交流会に参加した生徒たちは、福祉の幅の広

さをあまり知らなかったように見受けられた。これは、他学部・他学科でもい

えることではないだろうか。

また、特に課題を抱えた生徒にとっては、自分の知らない世界に飛びこむこ

と（大学進学）は、大きな不安でもある。例えば「大学での生活をイメージし

にくい」、「履修登録などの方法が分からない」、「授業の受け方が分からない」、

「困ったときにどこに相談すればよいのか分からない」などである。生徒に不

安があっても「もう大人になったんだから」と保護者が生徒（子ども）に自立

を求めてしまうと、生徒は知らないこと、分からないことが多くあっても頼る

場所が分からず、通学さえ困難になる場合もある。年齢が近い「大学生」から

話を聞く機会は、先生には聞けないようなことも率直に質問ができ、将来の自

分の姿もイメージができるのではないだろうか。このように高大連携プログラ

ムは、課題を抱えた生徒の不安の解決・解消にも活かされると考える。

大学生の立場からは、中学校・高等学校の生徒に教えることを通して、今、

大学で学んでいる意義と専門分野を確認することができる。今回の連携発起人

は、全て学生たち（西南学院中学校・高等学校の卒業生）である。大学で専門

分野「社会福祉」について「講義・ソーシャルワーク演習・ソーシャルワーク

実習」を通して理解を深めるなかで、中学生や高校生に伝えたい「ふくし」へ

の思いが募り、その思いが西南学院中学校・高等学校と西南学院大学の教員を

繋ぎ、連携講座まで発展（実現）させたのである。これはまさにソーシャルア

クションで、そのプロセスはソーシャルワーク（実践）そのものである。

今回の連携は、学生たちが高校生に「大学で学ぶ」という、ひとつのロール

モデルを提示しただけでなく、今後組織として必要な西南学院中高大連携の可

能性を広げたといっても過言ではないだろう。 （河谷はるみ・梵真沙子）
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Ⅴ . おわりに

上智大学は 2022年度から、高校生の探究学習を大学生がサポートする高大

連携プログラム（全 4回）を実施している。これは 2020年から実施している

高校生向けオンライン探究学習プログラム「せかい探究部」の受講生と、上智

大学基盤教育センターが新たに開講した科目「探究的な学びを創る」を受講す

る学生が、探究学習を軸に共に学び合う仕掛けを組み込んだ高大連携参加型授

業である。

上智大学では、高校生と大学生にとっての企画の意義を次のとおりとして

いる。西南学院における高大連携は、2023 年度から開始したばかりであるが、

その意義には、上智大学と重複した部分が見受けられる。

［高校生］ 自身の探究をきっかけに大学や大学生と関わる機会を持ち、大学

生の視点や知識・ネットワーク等のサポートを得ながら現在取り

組んでいる探究を深めるとともに、将来的な大学での学びを想像

することにつなげる。

［大学生］ 探究学習や研究調査等を実践的に学ぶことで研究や社会活動での

基盤となる力を養うとともに、ファシリテーションやリーダー

シップ等の社会的スキルを伸ばす。また、高校・大学・社会をつ

なぐ連続的な学びを意識し、大学での学びを再考するきっかけと

なることも期待できる（7）。

大学にとっての高校は、学生を送り出してくれる機関であり、地域貢献や大

学振興の場となる（8）。学校法人西南学院は「キリストに忠実なれ」の建学の精

神に基づいて、真理の探求および優れた人格の形成に励み、地域社会および国

際社会に奉仕する創造的な人を育てることを使命としている。そしてこの使命

に基づいた教育力は、それぞれの深い専門性と幅広い教養、国際色豊かな教育

プログラム、実践型の各種プロジェクトを通して「グローバル化が進む社会で

生き抜く力」である。
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今回の中高大連携プログラムは、校内（学内）のみで実施したが、今後は「地

域」における様々な生活課題や地域住民のニーズの把握に向けた、フィールド

ワークなども取り入れ、総合的・多角的な視点で生徒や学生が主体的に学ぶ内

容も検討していきたい。地域で起きている現実の問題に直に向き合い、そこで

暮らす誰もが尊厳を持って生きられる社会を目指す福祉教育は、福祉マインド

の育成やボラティア精神に繋がるからである（9）。これからも、高大接続と高大

連携の意義を確認しながら、地域社会の「知」の拠点である教育機関、西南学

院としての連携プログラムと教育実践を積み重ねていきたい。

 （河谷はるみ）
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